
探究的な学習の在り方に関する研究推進地域連絡協議会

大崎上島中学校区 1年目報告スライド

大崎上島を担う
たくましく生きぬく子供の育成

～「大崎上島学」のさらなる充実を目指して～

大崎上島町立
大崎上島中学校

東野小学校
木江小学校
大崎小学校
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課題：内容の形骸化

指導上の課題：「大崎上島学」について

「大崎上島学」
島のすべてを学びの材料に！

島まるごと教材！

自然，歴史・伝統文化，産業，暮らしを学び，
故郷のすばらしさを知る。
自らを見つめ，自らの生き方を振り返り，考
える学習につながる。

探究には致命的！
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20%が否定的

指導上の課題：児童・生徒について

児童生徒は，意欲的に学習に臨むことはでき
ているが，探究課題において，児童生徒が主

体的に進んで活動を進めることに課題

「総合的な学習の時間では，自
分で課題を立てて情報を集め整
理して，調べたことを発表する
などの学習活動に取り組んでい
ます。」

「総合的な学習の時間での学習
で，大崎上島についての知識が
深まった。」

14%が否定的
（中学生へのアンケート）
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研究テーマ

大崎上島を担う たくましく生きぬく子供の育成
～「大崎上島学」のさらなる充実を目指して～

ヒント：地域・学校の強み

・積み重ねてきた「大崎上島学」の経験，土台がある。

・地域の人材が豊富で，依頼等にすぐに対応してもらえる。

→学校の教育活動にとても協力的である。

・離島という環境に探究の幅を大きくする可能性がある。

（観光・産業・暮らし・島の未来・福祉・歴史・伝統文化）
５

→ 大崎上島学をPBLの考え方をもとに深化
させていくことが目標



育てたい資質・能力の設定

・各地域の実態に応じて育成を目指す資質・能力を設定
・中学校では，「広島県の15歳の生徒に身に付けておい
てもらいたい力」や小学校での資質・能力を踏まえ設定
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取組事例の紹介

①「大崎上島中学校」
自作の「探究学習シート」の活用

②「東野小学校」
K授業（3校交流授業）の取組
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事例①：「探究学習シート」について

・生徒が自ら企画・立案・実行
できるように仕組むための
ワークシート

・探究学習シートを中学校区で
統一して扱うことで，９年間
で探究的な学びのサイクルを
深化していく姿を期待

探究学習シート

全体計画書

各チームの
企画書事後評価

シート

毎時の記録
シート

事前評価
シート

８



事例①「全体企画書」について その１

育成したい資質・能力を記入

資質・能力を踏まえ，評価項目を設定
【生徒にわかりやすくするため】

教
師
も
生
徒
も

評
価
・
自
己
評
価
し
や
す
い
工
夫
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例年は“事前の学習”が中心
今年度は“事後の学習”を中心に！

探究活動の見通し
を持たせる

何を成果物とし
て求められてい
るのかを明確に

体験学習がゴールではなく，
探究的な学びのスタートに！
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事例①「毎時の記録シート」について その２

授業の記録 探究的な学びだからこそ，
各生徒の学習の記録を残す
ことを大切にする。
→簡略化，統一様式

ルーブリックも作成

活動の記録やメモ

自己評価

「資質・能力」から設定し
た「評価項目」について自
己評価をする。
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課題の設定
（企画・立案）

情報の収集

まとめ・創造・表現

整理・分析
その他の工夫

・プロジェクトチームを結成する際には事前アン
ケートから，各自の興味や疑問を抱いていること
を調査し，その関心が同じ，もしくは似ている生
徒たちを１つのチームとした。
・探究テーマを「福祉」や「少子高齢化」などと
限定せず，島で進む少子高齢化の視点を踏まえて
いればよいこととし，各チームのアイディアで自
由なテーマで探究できることにした。
・一人に一台配付されたタブレットを活用した。
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取組事例の紹介

①「大崎上島中学校」
自作の「探究学習シート」の活用

②「東野小学校」
K授業（3校交流授業）の取組
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事例②：小学校３校交流授業 Ｋ授業

各校での調査活動等（施設訪問 インタビュー）

各学年でK授業を実施！
大崎上島についての学習を深めながら
１年毎にレベルUP！

各校で「大崎上島学」として共通テーマを設定
（例：小１ あそび 小４ 海 小５ 産業 など）

各校で探究してきた成果を持ちより交流
→お世話になった地域の方もゲストで招待

「K授業」
総合的な学習の時間の取組

を各学校で交流する場

東野小学校
木江小学校
大崎小学校
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事例②：小学校５年生での取組

「小５ 私たちの町の産業」
目標：大崎上島の産業の現状について知る。また，自分たちの生活と重
ね合わせ，今自分ができることを考えて行動したり，将来何が必要かを
考えて提案したりすることができる。

東野小：水産業
木江小：観光業
大崎小：農業

・地域のお店や施設を実際に訪問
・各業種の展望について調べたり，考えたりする
・劇にして発表したり，動画を作成したりする

他校の同学年に対しての相手意識の芽生え
大崎上島の未来を担う子供としての成長

それぞれのテーマを設定
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事例②：東野小 K授業後の取組

K授業後の「課題の再設定」
“島内”の方から，“Iターン”の方に視点を変え，

島の魅力について再確認を行う。

・これまでの学習の中で，Ｉターンをされ，産業
を営んでいる方々に興味を持つ児童がいたことか
ら課題を再設定。
・島外の方が感じている大崎上島の魅力と自分た
ちが感じている魅力について比較することで新た
な発見を期待。
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課題の設定
（企画・立案）

情報の収集

まとめ・創造・表現

整理・分析

１７

工夫した点
・Iターンされた方へのインタビューのアポイント
も児童が主体となって行った。
・教室掲示を工夫し，学びを継続していった。
・インタビューを動画に撮っておき，そこから情
報の整理分析を行った。
・成果はパンフレットにまとめ，4年生に紹介す
ることをゴールとした。



研究の成果①

１８

項目 肯定的評価の比較

思考力・判断力 ＋３％

表現力 ＋１０％

主体性・積極性 ＋７％

自己理解・自らへの自信 ＋１２％

中学生への資質・能力への意識調査

すべての項目で肯定的評価の割合がUP！



研究の成果②

１９

中学1年生の事後評価シートの記述より

取組の成果について
自己評価

チームの取組について
冷静な分析



プロジェクトを通して，
資質・能力の変容

資質・能力の変容
についての自己評価

それぞれの
立場や取組の中で
成長を感じている
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研究の成果③

２１

学級での話し合いが増え，自分の主張を述べる児童が増えた。
Iターンの人へ見学依頼するための話型を自分たちで作った
り，インタビューを行う際の質問内容を吟味しタブレットを
使い整理する姿があった。

東野小学校５年生の振り返りから

・「大崎上島について新しい事を知れることが楽しい。」
・「インタビューを通して，自分たちの考えと違う考えを知る

ことができる。」
・「インタビューを通して大崎上島の人と触れ合うことができ

ることが楽しい。」

プロジェクトを通して，
資質・能力の変容



残された課題①

２２

20%が否定的「総合的な学習の時間では，自
分で課題を立てて情報を集め整
理して，調べたことを発表する
などの学習活動に取り組んでい
ます。」

25%が否定的（中学生へのアンケート）

R3 5月

R4 2月

探究的な学習過程を踏むことを意図して教師は
指導しているが，それを生徒が意識化できてい
ないことが要因として考えられる。

探究過程を振り返り，意識化させる必要性



残された課題②

２３

実践事例から明らかになった課題

・児童生徒のこれまで
の知識や経験の有無が
探究の深さに大きく影
響すること

・探究的な学習におい
て，教師も児童・生徒
も同じゴールイメージ
を持つことの必要性

「大崎上島学」の単元構成をこれらの
視点から見直していくことが必要


